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序文  人類学的対象としての機械 
第Ⅰ部 機械の人類学 
第 1 章 機械の人類学とその先駆者たち 
第 2 章 「野生のエンジニアリング」への関心 
 
第Ⅱ部 技術の世界の見え方 
第 3 章 工場の風景 
第 4 章 経験を頼って見る 
第 5 章 仕事をする身体と現場の空間 
第 6 章 あらわになる「能力」 
第 7 章 機械工として生きる 
 
第Ⅲ部 関係的な人工物 
第 8 章 機械を構成する諸関係 
第 9 章 「野生のエンジニアリング」の誕生 
第 10 章 流体的な機械 






以上のように本書は 3 部構成であり、第 I 部は先行研究と理論的概観、土着のタイ機械
工業の歴史、第Ⅱ部は工場内の技術的実践、第Ⅲ部は機械そのものに焦点を当てた考察と
なっている。 
 第 1 章では、先行研究と理論的な問題を提示している。著者は、技術をめぐる人類学の
先行研究として、生態人類学、クラフトや手工業生産における人類学的研究、工場におけ
る人類学的研究、そして状況的学習論における研究を挙げ本書が目指す機械技術の人類学























































































































































































 2011 『村から工場へ―東南アジア女性の近代化経験』、NTT 出版。 
 
 
